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○ＣＩ一致指数に持ち直しの動き 

内閣府から 12月７日に公表される 2016年 10月の

景気動向指数では、ＣＩ一致指数を前月差＋1.4ポイ

ントと予想する1。９月の＋0.8ポイントに続いて２

ヶ月連続の上昇であり、上昇幅も比較的大きい。10

月の内訳では、耐久消費財出荷指数や生産財出荷指

数、投資財出荷指数など、出荷関連指標が好調でＣ

Ｉの押し上げ要因になっている。 

また、10月のＣＩ先行指数も前月差＋1.0ポイン

トと上昇を予想する。先行ＣＩは昨年夏以降、大幅

に低下していたが、16年２月頃下げ止まり、足元で

は緩やかに持ち直しつつある。ＣＩ一致指数、先行

指数とも持ち直しの動きとなっていることは、景気

にとって明るい材料だ。なお、10月の内訳では、消

費者態度指数はマイナス寄与になる一方、最終需要

財在庫率指数や日経商品指数、中小企業売上見通し

ＤＩなどが押し上げ、ＣＩ先行指数全体としては改

善する形になっている。 

 

○ 基調判断が上方修正へ。15年４月以来の「改善」が実現 

内閣府によるＣＩ一致指数の基調判断は、これまでの「足踏み」から「改善」へと上方修正される見込み

である。「改善」への上方修正の基準は「原則として３か月以上連続して、３か月後方移動平均が上昇」か

つ「当月の前月差がプラス」であるが、10月分でこの条件を満たすことが濃厚だ2。 

「足踏み」判断は 2015 年５月以降、17 ヶ月にわたって続いていたが、ようやく上方修正となる。「足踏み」

の定義は「景気拡張の動きが足踏み状態になっている可能性が高いことを示す」、「改善」の定義は「景気

拡張の可能性が高いことを示す」である。長らく続いた踊り場から脱却し、景気が持ち直しつつあることが、

ＣＩ一致指数からも確認されたことになる。 

 先行きについても、強い生産予測指数から判断して 10-12月期も生産の回復が見込めること、ＣＩ先行指

数が持ち直していること、17年には経済対策効果の顕在化が期待できること、などの好材料がある。景気は

先行き緩やかな回復傾向で推移する可能性が高いと予想する。 

 

                             

1 現時点で未公表の中小企業出荷指数は前月比横ばいと仮置きした。 

2 ７-９月期の法人企業統計の営業利益の結果次第では、過去に遡及して数値が改定されることで、３ヶ月移動平均の条件を満

たさなくなる可能性もあった。ただ、本日公表された７-９月期の営業利益は小幅減少にとどまったため、基調判断への影響は

なかった。 

（出所）内閣府「景気動向指数」

（注）直近の2016年10月は第一生命経済研究所による予測値
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